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ピュアな感性と優しくキュートな歌声との出会い。
主演の俊太郎を演じるのはJ U NON スーパーポーイコンテストでグランプリを受賞し、岩井俊二監

督のヒット作『Love Le tt er• (9 5) でビュアな感性を見せた柏原崇。脚本作りの段階からこの作品

に参加し、青年期のナイープな心を、絶妙に表現して見せた。俊太郎のガールフレンド役に、『月とキ

ャベツ』 (96) に続く篠原作品出演となる真田麻垂美。俊太郎のあこがれの木島役を岩城滉ーが演じ

るほか、『HANA-Bl 』 (98) で 98年の助演男優賞を総ナメにした大杉漣、『Shall weダンス？ ,(97) な

ど周防正行監督の常連である田口浩正、自身もヴァイオリニストであり、根岸吉太郎監督『絆,(98)

で映画デピューした川井郁子がレポーター耀子を演じ、その腕前も披露している。また、主題歌を唄

うのは、常に恋や生きることへのエネルギーを与えてくれる山下久美子。キュートなエンディング

に流れる彼女の歌声は、映画とともに、観客をいたわり、そして励ましの応援歌として心に届くだろう。

芭出 m EOO に
で芭 5 二と
癒しの島＝宮古島を舞台に描き出した一人の少年の夢と惑い

透明感溢れる村山由佳の原作と『月とキャベツ』の篠原哲雄監督のやわらかな視線。
コバルトプルーの海が輝く沖縄•宮古島。訪れる人を温かく包むその島には、心を込めて織られる宮古上布という伝統的な織物がある。この映画はそんな宮古上布の縦糸と横糸のように、初々しい恋心や仕事の中で傷ついた痛みなど、さまざまな人の想いを

問いかけ、その中でひとりの青年の成長する物語を、心やさしく見つめさせてくれるヒーリング的なヒューマン・ドラマだ。原作は「天使の卵」で第6回小説すばる文学賞を受賞し、その繊細な心理描写が女性ファンに人気の村山由佳。監督の篠原哲雄は、森田芳

光や中原俊らの助監督を経験した、いわば生粋の映画監督。『草の上の仕事』(93)で多くの海外の映画祭から招待を受ける。山崎まさよし主演『月とキャペツ』 (96)では．センシティプに人と人との距離感を描き、若い観客から高い支持を得たのも記憶に新しい。, 21 歳の録音技師・高瀬俊太郎（柏原崇）は、音にこだわりを持つ自分の仕事に情熱をかけている。

この仕事についたのは高校時代に撮った 8 ミリが、とある映像フェステイパルに佳作で入選し、

音を活かした俊太郎のオ能を、録音界の巨匠・木島隆文（岩城滉ー）が高く評価してくれたこと

だった。 TVのドキュメンタリ一番組を作るために宮古島を訪れた俊太郎は、ガールフレンドの吉崎日奈

子（真田麻垂美）と Eメールの交流で心を通わせる一方、レボーターである美人ヴァイオリニスト鏡耀子（川

井郁子）に心魅かれていく。さらに、運命的な木島との再会。ところが木島と耀子は、ただならぬ関係だと

いうことに気づく。木島のように“理想の音”を追い求めながらも、二人の女性の間で揺れる俊太郎。未熟

な自分と向き合おうとする俊太郎を、宮古島の豊かな自然と緩やかなリズムが優しく包み込んでいく・・・。
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